
 

 

 

※    が訂正箇所になります。 
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訂
正
前 

問 157 設問４ 

プロメタジンはドパミン D2受容体遮断作用を有するフェノチアジン系ヒスタミン H1受容体遮断薬で、延髄

CTZのドパミン D2受容体を遮断することで、CTZと連絡する嘔吐中枢の興奮を抑え制吐作用を示す。 

訂
正
後 

問 157 設問４ 

プロメタジンは、主に内耳前庭神経核のヒスタミン H1 受容体を遮断することで、内耳前庭から嘔吐中枢に

至る経路を抑制することにより制吐作用を示す。 
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